
 八重山のサンゴ礁を守り育むフレンドシップ
ワーキンググループの活動について
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サンゴへのリン酸の
影響の低減に向けたリン

の島内循環
共創クラスターの構築

石西礁湖サンゴ礁基金
鳥取大学工学部

宮本善和

 八重山で海やサンゴ礁を守る行動や、海の環境への負荷を少なくする取り
組みをされていたり、これから始めようとされる事業者、団体、個人を広
く募集し、「八重山うみしまフレンドシップ」として登録します。

 そして、参加者の情報交換をしながら交流を育みつつ、輪を広げていきた
いと思います。

 さらに、望ましい行動のガイドラインを次第に作成して提供することで、
行動のレベルアップを促していきます。

◆「八重山うみしまフレンドシップ」登録制度について

八重山の海や
サンゴ礁を守
る⾏動や、海
への環境の負
荷を少なくす
る取り組みや、
予定している
事業者、団体、
個人など

参加・登録

情報交換、交流

八重山
うみしま

フレンドシップ

八重山
うみしま

フレンドシップ

⾏動の
レベルアップ

ガイドラインの提供

取り組み分類

■赤土の流出を減
らす

■下水道に接続する、
浄化槽を正しく使
う

■ゴミを減らす（プラ
スチックを含む）

■汚水を減らす

排水やゴミなど
で海を汚さない

選
択(

1

つ
以
上
）

■その他■CO2 の排出を減ら
す

■農薬や化学肥料
の使用を減らす、
使わない

■家畜排せつ物から
の流出を減らす

■海の環境に配慮し
たツアーを工夫す
る、参加する

■海浜や海底の清
掃 に 参 加 す る
（ビーチクリーン等）

■生き物を捕らない、
追いかけない、餌
付けしない

■サンゴに触れない、
傷めないようにす
る

海の観光等の負
荷を減らす ■その他■使い捨ての資材や

機材等を使わない
■海を守るボランティ

ア活動に参加する
■受入れ人数や時

間、場所に配慮す
る

■その他■生きものの保護区
を守る

■サンゴの再生を図
る

■オニヒトデ等を駆
除するサンゴ礁の回復

を助ける

■その他■サンゴ礁を保全す
るために寄付をす
る

■サンゴ礁をよく知り、
大切さを伝える

■環境学習を行うサンゴ礁のこと
をよく知り、伝
え、広める

【具体的な内容】
その他

■影響を与えることがありうる■影響を与えないように努める上記の他に、海
の環境に影響を
与える予定

必
須 上記の理由

◆フレンドシップの登録対象

※年1 回の状況報告を頂く、事務局からも状況確認を行う場合がある
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◆Web サイト ◆スマートフォン

◆フレンドシップ登録の目標と現状

 ハーバード大学エリカ・チェノウェス教授の調査から、プロジェクトの
賛同者数がそのコミュニティの3.5％に達すると浸透すると言われている。

 八重山の人口：約54,000人（石垣市 49,710人竹富町 4,288人 2021年）

 54,000人×3.5％≒1890人 → 2000人・団体を目標とする

10年後5年後2年後初年度現状分類

200100602010ダイビング・エコツアー事業者

1508040105ホテル等観光事業者※

30010040103小売店（飲食店含む）

1004020101農家（畜産を除く）

50201050畜産農家

50201050漁業者

302010523環境系団体（研究者含む）

1,0002001204046居住者等個人（人・子供）

1206020105その他（工場、加工、建設等）

200064033011593計

※2020年宿泊施設数（石垣市：384軒、竹富町：148軒）
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◆フレンドシップ通信の発行（第2号）

都市

畜産

漁業

栄養塩流出

現状

農業

赤土流出

サンゴ礁

漁獲資源の減少
ダイビング環境の悪化

河川の汚濁
観光

サンゴの衰退

過剰な栄養塩の流入

栄養塩流出

サンゴ礁

都市

漁業の
付加価値化

栄養塩低減

赤土低減

化学肥料の低減

堆肥利用促進支援

漁獲資源向上 河川環境改善

農業の
付加価値化

畜産の
付加価値化

観光の
付加価値化

栄養塩低減による
サンゴの生息改善

堆肥

ダイビング環境向上

地下水環境改善

石垣島内循環モデル

栄養塩低減

■石垣島の堆肥をめぐる諸問題について

生産サイドの問題

原材料不足
（契約畜産農
家4軒）

原料の水分状
態がバラバラ
で困る

販売量も生産
量が少ない
(稼働率低い)

採算が合わな
い

未成熟なもの
など品質の問
題も？

収集作業が十
分でない

設備不足（ト
ラック、ス
トック場等）

設備の更新も
今後の課題

使用農家の問題

堆肥の使用
が面倒

堆肥の費用
が高く購入
に難がある

化学肥料に
依存

農地がやせ
ている

土壌の流出
がある

購入時に資
金が不足

畜産農家の問題

小規模農家
が多く管理
が十分でな
い

排泄物の管
理・処理が
不十分

慣習的な問
題（野ざら
しして畑に
使用する）

堆肥舎の管
理が不十分
（屋根がな
い等）

石垣島における良質な堆肥生産・利用の不足

リン酸塩の蓄積によるサンゴの生息への影響

過多な栄養塩類の水域への流出

IN OUT

■石垣島の堆肥クラスターの改善アプローチ

たい肥
センター

契約畜
産農家

サトキ
ビ農家

石垣市

オーガ
ニック
農家

石垣島
製糖社

たい肥
センター

契約畜
産農家

サトキ
ビ農家

石垣市

オーガ
ニック
農家

石垣島
製糖社

 原料を供給する畜産農家を拡大する
 堆肥を使用する畑作農家を増やす（マーケティング，品質向上，使い安さなど）
 堆肥に関連するクラスターを強化する
 オーガニックのバリューチェーンを築く（フレンドシップによるCSV）

八重山うみしまフレンドシップ

e

畜産
農家

パイン
農家

製糖
工場

サトウキ
ビ農家

契約畜産
農家

畜産
農家

畜産
農家

専門家

畜産
農家

バリューチェーンの流れ
クラスター

石垣市

オーガ
ニック
農家

たい肥
センター

JA
市場

小売店

a

b
h

f

k

l

ji

d
g

c
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■今後の調査予定

 農地の土壌調査・分析

 インテンシブ・インタビュー（関係者聴き取り調査）
 畜産農家、JA

 使用農家：サトウキビ農家、パイン農家、オーガニック農家等

 キーとなる団体：石垣島製糖社、JA

 専門家 など

 ユーザ―候補へのマーケティング調査

 利害関係分析、クラスタリングに向けた構造分析

 有効なアプローチの検討

 創発的な合意形成に向けた枠組み等の検討

 関係者意見交換会（○○協議会など）

 クラスタリング、バリューチェーンの具体策の導出

 具体化に向けたアクションプランの作成

 アクションプランの具体化

■石垣島の農地の土壌調査・分析

30cm

10cm
（サンプリング）作土層

下層土層
10cm
（サンプリング）

対象︓轟川流域（島尻マージ）の農地土壌の全リンの分析
対象農地︓サトウキビ畑（夏植え10箇所，株出し10箇所），パイン畑（10箇
所），採草地（5箇所），放牧地（5箇所），その他畑作農地（野菜，花卉な
ど5箇所），畜産ストックヤード付近（5箇所） 計50箇所

対象土層︓①作土層（地表〜10cm），②下層土層（20〜30cm）
写真撮影︓当該畑地，周辺，土壌断⾯など
サンプリング位置の記録︓ＧPS付き写真，マップに図示
農家聴き取り︓①栽培作物，②栽培形態（夏植え，株出しなど），③施肥の時
期・量・種類等，④⾚土の営農対策の内容，⑤収量の変化，⑥その他意⾒など
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7,8,9

3,4
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25

24
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49

16，17
18,19

29,44

■土壌サンプリング地点 ■モデル的な農家の聴き取り調査

 対象地域︓轟川流域（島尻マージ）ほかの畜産農家，畑作農家
 畜産農家︓①畜産の規模，形態

②⽜糞の処理・堆肥化の実態
③堆肥の自家使用（採草地など），畑作農家とのつながり
④堆肥センターとの関係
⑤リン循環のモデル的な要素
⑥その他

 畑作農家︓①減化学肥料の実態
②堆肥の利用
③石垣島堆肥センターの堆肥の使用有無と感想
④堆肥利用の障害事項
⑤堆肥利用の活発化に関する意⾒，提案
⑥その他
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サンゴへのリン酸の
影響の低減に向けたリン

の島内循環
共創クラスターの構築

農地の土壌調査

鳥取大学工学部
宮本善和

サンゴ礁

都市

農地

下水処理場

畜産

穀物（飼料）低減

河川

化学肥料低減

堆肥化

堆肥化

堆肥の搬出
他地域へ

施肥低減
飼育数の適正化

蓄積リンの再利用

地下水

P

P

P

土壌保全

P

P

河川 レガシーPの再
利用下水接続
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■八重山のリンの物質循環イメージ

サンゴ礁

都市

農地

下水処理場

畜産

穀物（飼料）

河川

化学肥料

地下水

P

P

P

土壌流出

P

P

河川 レガシーP→リ
ン酸イオン都市排水

サンゴ礁

都市

農地

下水処理場

畜産

穀物（飼料）低減

河川

化学肥料低減

堆肥化

堆肥化

堆肥の搬出
他地域へ

施肥低減
飼育数の適正化

蓄積リンの再利用

地下水

P

P

P

土壌保全

P

P

河川 レガシーPの再
利用下水接続
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■石垣島の農地の土壌調査・分析

30cm

10cm
（サンプリング）作土層

下層土層
10cm
（サンプリング）

対象：轟川流域（島尻マージ）の農地土壌の全リンの分析
対象農地：サトウキビ畑（夏植え10箇所，株出し10箇所），パイン畑（10箇
所），採草地（5箇所），放牧地（5箇所），その他畑作農地（野菜，花卉な
ど5箇所），畜産ストックヤード付近（5箇所） 計50箇所

対象土層：①作土層（地表～10cm），②下層土層（20～30cm）
写真撮影：当該畑地，周辺，土壌断面など
サンプリング位置の記録：ＧPS付き写真，マップに図示
農家聴き取り：①栽培作物，②栽培形態（夏植え，株出しなど），③施肥の時
期・量・種類等，④赤土の営農対策の内容，⑤収量の変化，⑥その他意見など
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■土壌サンプリング地点
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■モデル的な農家の聴き取り調査

 対象地域：轟川流域（島尻マージ）ほかの畜産農家，畑作農家
 畜産農家：①畜産の規模，形態

②牛糞の処理・堆肥化の実態
③堆肥の自家使用（採草地など），畑作農家とのつながり
④堆肥センターとの関係
⑤リン循環のモデル的な要素
⑥その他

 畑作農家：①減化学肥料の実態
②堆肥の利用
③石垣島堆肥センターの堆肥の使用有無と感想
④堆肥利用の障害事項
⑤堆肥利用の活発化に関する意見，提案
⑥その他
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